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「ICTコトづくり」を推進するための環境整備 

情報流の促進を図るため、ICT化が進まない要因・課題を洗い出し、「コトづくり」を推進するため
の環境整備が必要。 

ICT利用の阻害要因を越えるしくみを考えるべき 

野村総合研究所 谷川 

出所）ＢＩＳ統計（2008年、金額ベース） 
* 上記図は、対象とした決済手段のみで取引比率を区分比較（銀行振込や口座振替等は含まず）（各国に

いろいろな決済手段がある中で代表的な決済手段のみを選択し、比較） 
* フランスでは、クレジットカードとデビットカードの内訳が不明なため、便宜的にデビットカードとして表示 
* 現金決済に関しては、現金流通残高をベースに比較。2011年日本銀行「最近のリテール決済を巡る動向」

でも、現金流通残高に関しては、名目GDPをベースに経済規模で現金の流通比率を比較しているが、国
別の現金流通の比率においても、日本の現金流通比率は諸外国に比して高い比率で推移している。 

 

 キャッシュハンドリングコストの存在 
 取引・資金の流れの把握に手間 
 ＩＣＴ活用の制約の可能性 

現金決済の課題 

非現金決済比率を上げるしくみを考えるべき 

ICT化促進で 
新サービスの機会増加 

ICT化とは 
社会効率 
の向上 

ICTコトづくりの環境 

決済の電子化 
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